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決算議案に対する附帯決議

項目 意見・提言など（議会として市に回答を求める事項）

総
務
委
員
会

選挙啓発経費

①市全域で画一的な啓発を行うだけではなく、年代別または地域別に
高い効果が期待できる啓発の方法を十分に検討すること。

②主権者教育事業については、教育委員会と連携し、実施する学校の
数を増やす等、事業の拡充を図ること。

③啓発事業を充実させるための体制整備に努めること。
④期日前投票の拡充を図るとともに、投票の意義に対する啓発を積極

的に行うこと。

防災備蓄管理経費

①備蓄品の選定、購入、管理及び使用について、一貫性のあるルール
を早急に定め、庁内での情報共有を確実に行うこと。

②備蓄品を選定する際は、利用者の立場に配慮し、十分な検討を行う
こと。

③備蓄品の管理を委託している事業者との情報共有及び連携を緊密に
行い、適切な在庫状況の把握を行うこと。

④避難所運営に関するマニュアルを庁内で確実に共有した上で適宜更
新し、避難所運営に支障がないよう、事前準備に万全を期すること。

文
教
福
祉
委
員
会

障害者就労支援
施設等支援事業

①障がい者の就労支援と工賃アップという目的に対する本事業の成果
を目に見えるようにし、今後の事業展開に生かすこと。

②事業を委託している事業者の事業遂行能力をしっかり検証し、積極
的に助言や情報提供を行い、販路拡大や人材育成に協力するなど効
率的な事業実施体制を整えること。

③市役所各部署の有するネットワークを活用して、障がい者が就労可
能な業務の情報を収集できる就労支援体制を整えること。

④受入れの可能性のある業種に対し紹介用のＤＶＤなどを活用して、
さらなる農福連携の広報を行うこと。

経
済
産
業
委
員
会

流通促進事業
（海外）

①事務事業評価の成果指標の見直しを検討すること。
②販路拡大については、事業の必要性を精査し、新たな手法も検討す

ること。また、投資に見合う成果が得られないと判断した場合は、
事業の縮小または廃止を検討すること。

有害鳥獣駆除対策
事業

①十分な予算を確保し、農作物被害の削減に向けた対策を強力に推し
進めること。

②駆除に係る狩猟者については、現状を十分に把握し、関係者と連携
しながら、人員確保に努めること。

③対策の実効性を高めるために、対策チームなどの専門的な部署を早
急に立ち上げること。



7

さが市議会だより第69号（令和2年9月定例会）

項目 意見 · 提言など（議会として市に回答を求める事項）

建
設
環
境
委
員
会

危険空家除去費
助成金交付制度

①助成額や要件などの制度設計については、利用者の意見や社会的
ニーズなどを把握した上で要件を緩和し、それに見合った予算を確
保すること。

藻類産業推進経費

①コンサルタントから提出された報告書などの成果物を精査し、有効
活用に努めること。
②新たな事業については、既存の事業に経費を包括させるのではなく、
その経費が分かりやすく把握できるよう予算費目を精査し、記載方
法を検討すること。

「決算議案に対する附帯決議」に回答を求める！
決算の認定

附帯決議とは

附帯決議に対する市の対応

　決算は、予算を執行した結果として、収入・支出の状況等
を示すものであり、議会の認定を受けて確定します。
　議会は、議決によって決定された予算が適正に執行された
のか、また、目的としていた行政効果が得られたのかなどを
決算審査の中で確認し、認定するかどうかを判断します。

　佐賀市議会では、決算の認定において特に改善や留意を要
すると判断した事項について、意見や提言を決議として付し
ています。
　この附帯決議は、議会全体の意思として、次年度以降の予
算や事業運営に反映することを求めており、市が極めて重く
受け止めるべきものです。

　一般的に附帯決議は、議案の審議結果とともに市長に送付されるだけですが、佐賀市議会では、
附帯決議に対する処理方針等について回答を求めています。
　回答は、来年度の予算を審議する定例会前の来年２月頃になる予定です。
　回答内容は、市議会だよりやホームページなどで市民の皆さまにお知らせいたします。

10 月 6 日　市長へ附帯決議を提出　
左：川原田議長　右：秀島市長

提出時に附帯決議の内容を伝える

佐賀市議会　11月定例会のお知らせ
11月27日（金）午前１０時開会（予定）

※日程等については、定例会開会日に正式決定し、ホームページでもお知らせします。

※市内外のどなたでも傍聴することができます。また、車椅子でも傍聴

　できますし、文字情報用モニターや補聴器の準備もしています。

※委員会の傍聴もできますので、ぜひおいでください。
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（質疑）7,550万円の減額の内訳は

（質疑）今回の補正予算の内訳は

（答弁）減額の主なものは熱気球大会佐賀運営委員会へ
の補助金7,170万円であり、あとは大会の中止により不
要となった委託料など。

（答弁）予定どおり改修工事を行っており、予算の減額は
していない。

（質疑）残った予算でどういう取組がなされるのか

（答弁）新型コロナウイルスの影響により、従来のように
海外選手の参加はできず、例年のような大規模イベント
は開催できない状況。新型コロナウイルスの感染状況が
改善し、国が示すイベント開催制限が緩和されれば、規
模を縮小した熱気球関連イベント等の開催を検討した
い。

（質疑）列車の運行がないことによる周辺地域への影
響は想定しているのか

（答弁）例年のように多くの観客を集める形でのイベン
ト開催は難しい状況だが、イベントを開催する場合は、
ある程度の駐車場を準備する必要がある。また、周辺地
域への影響などを考慮し、安全対策や交通対策などへ対
応していく必要性を感じている。新型コロナウイルスの
影響は先行きが不透明であるが、今後、その時点の状況
を見て適切に対応していくこととしたい。

（答弁）当該事業地の土地の所有者から、家屋の解体中に
石段が出てきたとの連絡を受け、市において確認調査を
実施した結果、江戸時代中期から後期及び幕末から明治
期に構築されたと見られる石垣護岸、階段状の雁木（が
んぎ）、礎石（そせき）や側溝といった歴史的に貴重な遺
構が良好な状態で検出されたため、追加の確認調査を経
て、今年度の当初予算に土地の購入費などを計上した。
その後、今年度に入り、石垣の下部に新たな木組み状の
遺構が検出されたことから、石垣の露出展示に当たって
必要な石垣護岸の下部を補強するための根固め工事な
ど、渇水時期に行う必要がある工事の経費を今回の補正
で計上した。

（質疑）イベント等を開催するとした場合、バルーンさ
が駅は使えるのか。また、観客対策などの考えは

（答弁）列車を運行するためには相当の準備期間を要す
ることから、バルーンさが駅の使用は難しい。観客対策
については、今月示された国からの通知によると、11月
末まではイベントの実施に慎重な判断が求められてお
り、感染防止とイベント開催の両立がどこまで可能であ
るかを検討し、判断する必要がある。

（質疑）思案橋広場の活用方法は

（答弁）石垣護岸や雁木など、発掘された遺構をほぼその
ままの状態で保存し、思案橋の上などから見学できるよ
うな整備を予定している。また、広場面についても、石垣
や雁木の遺構、建物の礎石などを生かしながら、紺屋川
を利用して船で荷物を運搬していた当時の風情が感じ
られるような広場として整備したい。詳細は関係課など
とも協議しながら進めていくこととし、長崎街道散策の
休憩場所として、また、説明サインを設置して、当時のか
いわいの様子を知ることができるようなスポットとし
て活用していくこととしたい。

（答弁）石垣東側の紺屋川に面している現在のコンク
リート護岸の撤去、石垣護岸下部の根固め工事及び取付
け護岸の整備などの工事請負費約1,500万円、護岸の工
事に当たって支障となる電柱の移転補償費約200万円。

（質疑）整備スケジュールは

（質疑）近隣の住宅への配慮は

（答弁）今年度は護岸工事などを行うとともに、広場面の
設計を実施したい。来年度の当初予算に広場面の整備経
費を計上し、令和３年秋頃の整備完了を目指している。

（答弁）特に、予定地の北側と西側は民家と隣接している
ため、工事に入る際はもとより、広場整備後も十分な配慮
が必要である。そのため、民家との境に塀などの目隠しを
設置するよう考えており、随時、詳細な整備内容について
の情報提供を行い、御意見を伺いながら進めていきたい。

（質疑）近隣に安全面上懸念される家屋があるが、そ
の対応は

（答弁）現在、家屋の解体工事は中断しているが、所有者
に解体の意思はあると聞いている。
安全面や景観面からも懸念があると認識しており、引き
続き所有者に対して建物の解体をお願いしていくこと
としている。

議 案 質 疑
一般会計補正予算中、熱気球大会開催費

（質疑）事業の経緯は

一般会計予算中　柳町思案橋広場整備事業

（質疑）バルーンさが駅改修事業は実施するのか
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